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図4（a）装置前面
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図4（b）装置前面写真
　一般に固体中における不純物の拡散は非常に小さいので，ゾーンメルティングの理論的取扱
いには便宜上，溶融ゾーン中における不純物分布は均一一一一であると仮定しているが，実際にはつ
ぎの二つが考えられる。一つは，不純物が直接成長表面の前面の界面層に濃縮するか，もう一
つは溶融物中に均一に分布する場合かである。後者の場合には，拡散や対流に要する時間の多
い場合またはかきまぜをよくした場合である。境界層の厚さとゾーン移動速度は反比例するか
らゾーンの速度が早くなると，この層が非常に薄くなってしまう。そこで不純物の拡散をよく
するために移動速度をゆっくりさせる方がよい。　しかし，これに反して生産量は早くゾーンを
動かせた方が増加する。一・般にゾーンの移動速度がおそくなればなるほど分離効果がよいこと
が知られている。
　本装iではゾーン移動速度は最小0，73cm／H最大2．94cm／Hで6通りの変化を行いうる。
　溶融ゾーンが加熱体を通過して凝固するさい，過冷却を防ぐため，各加熱体の上部にドーナ
ツ型冷却円筒をとりつけ，円筒内部に上向きノズルを多数つけ、コンプレッサーを用いて冷却
空気を送るようにした。
　　25装置電気系統
　装置各部の電気系統（配線図）は図．3に示した。加熱体（ヒーター一　は3個共抵抗式電気
加熱炉で容量300W，温度調節付きでおのおの独立して温度調節ができる。カラムは押上げ方
式で所定の移動速度で上昇し，上昇し終ると自動的に停止后自動的に下降し，下降し終ると自
動的に繰返し上昇する。このようにゾーン移動は自動的に行われる。又3段ゾーン通過後は左
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上カウンカー表示にその回数が指示される。
　図．4（a），（b）は装置を前面からみたものである。
3．自動式有機化合物ゾーン精製装置を用いた実験例
　著者らはこの装置を完成する前に，非自動式一段ゾーンの有機化合物ゾーン精製装置を用い
てabロフェノール異性体の分離研究を行っていたが，この装置を用いて同様な実験を試みた。
実験条件を同じくするため，ゾーン移動速度を2．94cm／H，ゾーンの長さ30mm，カラムの長
さ500mm，試料充テンの長さ300mm，カラムの内径7mm，外径9mmとして行った。
　試料はメク昌トロフェノール10％を含むパラnトロフェノールを用いた。
　非自動式装置を用いてゾーン通過回数20回を行うのに約20日間を要するのに自動式装置では
約3日で完了できた。
　その実験結果ではいずれもゾーン通過20回後には純度99．4％のパラニbロフェノールが収率
10％で得られ，メク体，パラ体の分離は効果的に行われた。
　また10％β一ナフトールを含むナフタリンのゾーン精製を自動式装置で行ったが，ゾーン通
過20回後にはナフクリンとβ一ナフトールあ分離は完全に行われたことを認めた。
4．結 語
　有機化合物を取扱うゾーン精製装置を，有機化合物の特性を考慮に入れて，自動式ゾーン移
動機構とし，且つゾーンの長さ，ゾーン移動速度，加熱体および冷却部に重点をおいて設計試
作した。この装置を用いて実際二三の有機化合物についてゾーン精製を行い満足すべき分離精
製効果を得た。
　おわりに，この自動式有機化合物ゾーン精製装置の考案設計に実際に協力されその製作にあたられた給水
化学研究所長技術土保田雅夫氏に感謝の意を表する。
一132一
